
平成 24 年 2月 補正予算要求事業調書
１　予算要求事業の概要
№

2 新規 拡大 継続

款 項 目

2 1 11

番号 事業名

事　業
コード 事業名

<目的>
　さいたま市の文化芸術振興のため、美術品の取得の他、さいたま市の魅力ある資源である
「緑の文化」「スポーツ文化」「漫画・ユーモア文化」「人形文化」「鉄道文化」に関連した
文化財産等を取得するために設置された「さいたま市文化財産等取得基金」の運用管理を行い
ます。
<目標(平成  年度末)>

<現状(平成22年度末)>
　21年度寄付件数　　2件
　22年度寄付件数　　1件
　23年度寄付件数　　1件(12月16日現在)

<課題>
　文化財産等取得基金の制度について認識のある市民・市民団体・企業が少ないため、寄附が
集まりにくい状況です。

　基金への積立を継続実施します。
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事務事業の位置付け

予算要求事業の概要

根拠法令・条例・規則等 さいたま市文化財産等取得基金条例

しあわせ倍増プラン2009

目
的
・
目
標

　さいたま市の文化芸術振興のため、美術品の取得の他、さいたま市の魅力ある資源である「緑
の文化」「スポーツ文化」「漫画・ユーモア文化」「人形文化」「鉄道文化」に関連した文化財
産等を取得するために設置された「さいたま市文化財産等取得基金」の運用管理を行います。

文化財産等取得基金積立金

事業名(予算の事務事業名)

総合振興計画新実施計画

区分

会計区分

一般会計 市民・スポーツ文化局　スポーツ文化部　文化振興課
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２　補正予算要求の理由と効果
　ふるさと応援寄附を文化財産等取得基金に積立てる必要性があります。

要求理由
根拠法令等

政令 市 ：１市実施 (横浜市）
県内他市：

対象者
効果 　本市の文化芸術振興の更なる推進が図られます。

３　補正前予算額、補正予算要求、査定の内容 (単位：千円）
区 　分 金　額

<積算内訳>
１　文化財産等取得基金積立金　　　　　　　　　　　　
　H22年度末残高見込　324,014,784円×0.004＝1,296,059円

23 ① 財産収入 1,297

<積算内訳>
１　文化財産等取得基金積立金

① 寄附金 100

<査定内容>
2 １　文化財産等取得基金積立金

① 寄附金 100

<査定理由>

<査定内容>
１　文化財産等取得基金積立金

① 寄附金 100

<査定理由>

緊急性

実施義務

他市の
実施状況

効果

備　　　考

平
成

補正前予算 1,297

財源内訳

年
度

補正予算要求 100

財源内訳

財政局長査定 100

月
補
正
予
算

財源内訳

財源内訳

　財政局長査定の内容及び理由について、適正と認められるため、財政局原案のとおりとしまし
た。

　ふるさと応援寄附があったことによる文化財産取得基金への積立金であり、要求どおり予算化し
ました。

市長査定 100
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